
平成 30 年度 学校だより

輝け、大越っ子
《かしこく・やさしく・たくましく》

第１２号 福島県田村市立大越小学校

大越っ子の学びがスタートしました！
「あっという間でした。」長い夏休

みも過ぎてしまえば、そう感じてい

る子が少なくないようです。今年の

夏は市小学校水泳大会が中止になる

など猛暑続きでしたが、小学生サマ

ースクール、市少年の主張発表大会、

市子ども議会、田村地区

音楽祭、合唱や陸上の練

習など、それぞれの頑張

りがあり、一回り大きく

成長したようです。

ご家庭では、いかがだ

ったでしょうか。やり終

えた課題やコンクール・自由研究の作品などを手に登 校する子どもたちからは、

充実感や安心感が感じられました。そのほか、スポーツ少年団活動に熱心に取り組んだこと、家族旅

行やイベント参加を楽しんだこと、手伝いなど家での役割をしっかり果たしたことなどの話を聞くこ

とができました。

それぞれの３７日間を事故なく過ごし、元気いっぱいの大越っ子たちと教育活動をスタートさせら

れることを大変うれしく思います。保護者や地域の皆様には、子どもたちをあたたかく見守っていた

だきましたことに心から感謝を申し上げますとともに、夢や目標を実現できる力をしっかりとつける

ために教職員一丸となって取り組んでまいりますので、今後ともご支援、ご協力をよろしくお願いい

たします。

○ 子どもたちを「あたたかい心と笑

顔」で迎えましょう。 信頼される学校
○ 子どものよさや可能性を見取り、

どの子にも居場所をつくってあげましょう。

○ 生活のリズムを学校モードに切り替える手立てを 子どもに

講じましょう。 『 力 』をつけること
・ 学校のきまりや学級の約束・目標などの確かめ （学力、体力、豊かな心、、、生きる力）

・ 学びの構えづくり （朝の活動）

・ 節度ある生活と本気で学ぶ授業づくり 評価は、子どもの姿 ！
・ 「早寝・早起き・朝ごはん」の啓発
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ひまわりのような笑顔がいっぱいになりますように！



応援メッセージをいただきました！ ～第 １ 弾～ （※今後も随時掲載予定）

夏休み後の教育活動のスタートにあたり、日頃から子どもたちの登下校指導や見守り、学習支援や

教育相談などで大変お世話になっている皆様からメッセージをいただきましたので紹介します。

夏休みに頑張ったコンクールなどの出品作品、お待ちしています！
◇ 作文、評語、俳句、書道、絵画、ポスター、

絵はがき、手紙作文、発明工夫、理科研究

一人ひとりが様々なよさや可能性を秘めています。

その中には、今見えるものもあれば、見えていないものもあります。

それらを伸ばしたり、見出したりするには、どんなことにも積極的に

チャレンジすることが大切です。

『あいさつは、心のこもった贈り物』 学校支援ボランティア 武田 正 様

大越小学校のみなさんこんにちは。あいさつについて、いっしょに考えてみませんか。

朝起きて、お父さん、お母さん、家族への「おはようございます。」の一声は、一日の始まりの

あいさつであり、家族への感謝の言葉です。また、ごはんを食べるときの「いただきます。」、「ご

ちそうさまでした。」は、食事に対する感謝の言葉です。家を出るときの「行ってきます。」、集団

登校での「おはよう。」は友だちとの合言葉であり、校長先生や担任の先生への元気な声での「お

はようございます。」は、とってもうれしい一声であり勇気を与えてくれるあいさつです。学校の

帰りは「さようなら。」、家に帰っての「ただいま。」の言葉は、家族に対する安心感のあいさつで

すし、みなさんの成長の姿の喜びでもあります。

大きな声であいさつをしましょう。みんな喜んでくれますよ。

『基本を大切に』 学校支援コーディネーター 佐久間 勇 様

学校支援コーディネーターを受けて２年目になり、感じたことを２つお伝えします。

１つは、あいさつをすることです。あいさつをされて気分の悪い人はいないと思います。特に朝

のあいさつは、一日の始まりで、その日一日を楽しく過ごすことができると思います。あいさつは、

人との付き合いの基本だと思います。

２つ目は、小学校の勉強は、これからの人生の基本になるということです。私は、電気関係の仕

事をしてきましたが、電気の技術は進歩が速くついていくのが大変です。今日までやってこられた

のは、難しい問題にぶつかったときには必ず基本にもどったからです。そうすることによって解決

の糸口が見つかります。みなさんも行きづまったときには、基本にもどってみませんか。

『情けは人のためならず』 大越駐在所 永沼 俊彦 様

情けは人のためならず。誤解されることも多いこの言葉ですが、正しい意味は「よい行いは、い

ずれ必ず自分に返ってくる」というものです。逆に言えば、悪い行いもいずれ必ず自分に返ってく

るということで、私の短い警察の経験を振り返ってみても、おおむねこの言葉通りに世の中は動い

ているような気がします。

自分が誰かにかける言葉。その使い方によって相手が受ける印象はガラリと変わり、良い印象は

良い流れを、悪い印象は悪い流れをつくります。すべての言動は、自分の人生をつくっています。

みなさんの明るい未来をつくるため、目先の勝ち負けに固執せず、友だちや下級生を大切にする

すてきな大越っ子に育ってほしいと思います。


